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ふくおか協働ひろば
●一般社団法人こがみらい ほか

●いとしまこども食堂ほつこりほか

情熱クローズアップ
特定非営利活動法人わたしと僕の夢 代表理事 ク生藤
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ヨロ巳1戸さん

福岡県生涯学習情報提供サイト
「ふくおか生涯学習ひろば」がリニューアルしました!
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知ヽってためになる

'ト

眠預金
2019年度から実施されている「休眠預金制度」。県内にも、休眠預金制度を活用して活動の幅を広げているNPO団体がいます。

そこで、今号では休眠預金制度の仕組みや特徴、県内での取組状況などについて紹介します。

社会を変える |
みんなの力 |

休眠預金活用事業

休眠預金を活用した事業シンボ
ルマーク

休眠預金等の活用の流れ

国民
(預金者 )

資金分配団体及び実行団体 選考スケジュールの目安
(※ 2020年度通常枠の例 )

「民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資

金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
」
（休
眠
預
金
等
活
用
法
）
に
基
づ
き
、

２
０
「
９
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

１０
年
以
上
取
引
の
な
い
休
眠
預
金

を
社
会
課
題
の
解
決
や
民
間
公
益
活
動
の
促
進
の
た
め
に
活
用
す
る

制
度
で
す
。

２
０
２
０
年
度
は
、
休
眠
預
金
等
活
用
制
度
の
対
象
と
な
る
３
つ

の
分
野
で
７
つ
の
社
会
課
題
解
決
を

目
指
す
活
動
に
対
し
、
通
常
枠
と
し
て

３３
億
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

緊
急
支
援
助
成
枠
と
し
て
更
に
５０
億

円
の
助
成
枠
が
設
け
ら
れ
、
福
岡
県
内

に
お
い
て
も
多
数
の
団
体
が
休
眠
預
金

を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

指
定
活
用
団
体
で
あ
る

一
般
財
団
法
人
日
本
公
益
活
動
連
携
機

構
（Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）が
公
募
・選
定
し
た
「資
金
分
配
団
体
」
が
、
休

眠
預
金
等
に
係
る
資
金
を
原
資
と
し
て
、
社
会
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
民
間
公
益
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
「実
行
団
体
」
に
対

し
、
資
金
助
成
や
事
業
の
伴
走
型
支
援
を
行
い
ま
す
。

ｎ
〕
子
ど
も
及
び
若
者
の
支
援
に
係
る
活
動

①

経
済
的
困
窮
な
ど
、
家
庭
内
に
課
題
を
抱
え
る

子
ど
も
の
支
援

②

日
常
生
活
や
成
長
に
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
と

若
者
の
育
成
支
援

③

社
会
的
課
題
の
解
決
を
担
う
若
者
の
能
力
開
発
支
援

，
一
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の

困
難
を
有
す
る
者
の
支
援
に
関
す
る
活
動

④

働
＜
こ
と
が
困
難
な
人
へ
の
支
援

⑤

社
会
的
孤
立
や
差
別
の
解
消
に
向
け
た
支
援

口

地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
の
低
下

そ
の
他
の
社
会
的
に
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る

地
域
の
支
援
に
関
す
る
活
動

⑥

地
域
の
働
く
場
づ
く
り
の
支
援

⑦

安
心
・安
全
に
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
支
援

上ヽがれ

目
実
行
団
体
の
決
定

鋤
一̈冊出一
　
　
（動畔合

離一赫一一難

・
Я
”

，ヽヽ
　

　

　

　

　

　

　

付

　

　

　

―

申齢田
肝
爾
ｏ

田・重→●

5
← ―← ―

一般
財
団
法
人

日
本
民
間
公
益
活
動
連
携
機
構

（Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
‥
Ａ
）

資
金
分
配
団
体
の
公
募
を
実
施

日
口
田
一選考締切

日
実
行
団
体
の
公
募
を
実
施

口
田
一公募開始

民間公益活動

▲
Ｔ
‥
‥

公
募
開
始

選
考

※実行団体の選考スケジュールは資金分配団体ごとに異なります。

事

業

名

資
金
分
配
団
体
の

決
定

助 成
← ― … …

……̈ ¨̈ ">

実行団体
民間公益活動を行う団体

NPOなど

⊃一報

一

一業

一

⊂

福岡県NPO。 ボランテイアセンターホームページでは、休眠預金の

資金分配団体及び実行団体の募集情報や募集スケジュール情報等、随時情報発信しています !是非ご覧ください !

α■■D https:ノ/wwwonvc.pref.fukuoka.lgojP/
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●
公
益
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会
　
●
一般
社
団
法
人
ユ
ヌ
ス
・ジ
ャ
バ
ン

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
循
環
モ
デ
ル
地
域
形
成
事
業

九
州
経
済
調
査
協
会
事
業
開
発
部
長
兼
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
館
長

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
委
員
長

岡
野

秀
之
さ
ん

次
世
代
に
向
け
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
土
台
を
築
く
た
め
に

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
休
眠
預
金
活
用
制
度
の
事
業
推
進

を
目
的
に
、
九
州
の
地
域
経
済
に
関
す
る
調
査
研
究
や
政
策

提
言
を
担
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
（公
財
）九
州
経
済
調
査

協
会
と
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
ユ
ヌ
ス
博
士
提
唱
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
普
及
啓
発
団
体
で
あ
る
（
一社
）
ユ
ヌ
ス
・ジ
ャ
パ

ン
に
よ
り
熟堅
ユ
し
ま
し
た
。

近
年
流
行
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
経
営

「社
会
課
題
の
解
決
を
通
じ

た
長
期
的
な
社
会
価
値
向
上
と
事
業
成
長
の
両
立
を
目
指
す

経
営
」
で
す
が
、
ま
さ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
方
で

す
。
九
州
で
も
、
ツ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
萌
芽
が
み
ら
れ
は

じ
め
て
お
り
、
土
壌
を
耕
す
こ
と
で
、
大
き
な
実
り
に
結
び
つ

け
る
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
、
休
眠
預
金
活
用

制
度
の
扉
を
開
き
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
「ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
え
ば
九
州
」
と
い
う
世
界
を
創
り
あ
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
は
、
事
業
モ
デ
ル

の
構
築
な
ど
の
知
恵
と
工
夫
、
そ
れ
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
共
創
が
不
可
欠
で
す
。
相
互
の
知
見
や
成
功
モ
デ
ル

を
共
有
し
、
起
業
や
事
業
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
し
あ
え
る
地
域
。

自
身
の
成
長
と
持
続
モ
デ
ル
の
構
築
、
そ
し
て
幅
広
い
共
創
。

こ
れ
ら
に
コ
ミ
ッ
ト
い
た
だ
け
る
実
行
団
体
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
総
力
を
挙
げ
て
資
金
的
支
援
と
ネ
ツ

ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
等
の
伴
走
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
な
っ
て
こ
の
世
界
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ヽ

資
金
分
配
団
体
と
実
行
団
体

休
眠
預
金
制
度
っ
て
？

休
眠
預
金
を
活
用
し
て
解
決
を
目
指
す

３
つ
の
分
野
（７
つ
の
社
会
課
題
）

資金分配団体の選考実行団体の選考

監

休眠預金に関する情報は

センターHPをご確認ください !

福
岡
県
の

資
金
分
配
団
体

２
０
２
０
年
度

通
常
枠
で

資
金
分
配
団
体
に
選
定
さ
れ
た

県
内
の
２
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ

ス
・
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
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0 り

1事業

1期 間
事 業

助成額 (円 )
資金分配団体 実行団体 事業概要

プ ログ

ラ ム

２
０
「
９
年
度

実
行
団
体

通
常
枠

草
の
根
活
動
支
援
事
業
（全
国
）

1特定非営利活動法人丁 FG

一般社 団法人

コミュニティシンクタンク北九州

特定非営利活動法人抱 撲

3年

犯罪を犯した依存症者の

支援拠点づく,

(10′ 470′ 000円 )

犯罪を犯 した依存症者 に対する地域での再犯

防止・回復 を可能とするコーディネート機関を創

設する。

特定非営利活動法人

ジャパンマック
更生保護法人

日本更生保護協会

パープルエイド・

ブルークロス運動

(8′ 950′ 000円 )

若年女性 を対象としたアウトリーチ活動 と相談

活動、自立支援等の事業及び青少年にフォーカ

スした (再 )非 行防止運動を拡大して実施する。

更生保護法人

B木更生保護協会

公益財団法人
ブルーシー・アンド・
グリーンランド(B&C)
財団

特定非営利活動法人

あそびとまなび研究所

新
規
企
画

支
援
事
業

ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
形
成

支
援
事
業

子ども食堂の関係者や支援者が無理なく活動で

きるよう、サポート体制の構築や情報発信、産学

官民連携の環境づくりを実施する。

生活を営むことが困難な状況の方々に向けて支

援付きの住宅を整備し、さらに制度・非制度を組

み合わせた複合型な住まい群を形成する。

もじうみ里海探検隊

障害児等の体験格差解消事業

(5′ 360,000円 )

子ども食堂ネットヮーク

北九州機能強化事業

(18′ 690′ 000円 )

支援付き住宅の複合モデル
「プラザ抱撲」の拡充と整備事業

(54′ 700′ 000円 )

一般社団法人

全国食支援活動

協力会

公益財団法人
パブリックリソース

財団

発達障がいなど様々な障がいや、ひとり親家庭な
ど、ハンディキャップのある子どもたちの体験格差
の解消を目指し、安全に通年の海辺や水辺の体
験活動を行える仕組みを作り上げる。

コ
ロ
ナ
枠

２
０
２
０
年
度

実
行
団
体

特定非営利活動法人抱 撲

緊
急
支
援
助
成

コ0ナ禍における  |
虐待防止と家族の分離予防 |

(10′ 000′ 000円 )  |

公益社団法人

セープ・ザ・チルドレン

ジャバン

コ0ナ禍による子どもショートステイの利用増と感染

防止に対応するため、子どもショートステイ施設の整

備、利用家族へのアセスメント、継続支援を実施する。

特定非営利活動法人

SOS子 どもの村JAPAN

社会的養護現場の

感染予防とオンラインケア

(3′ 001′ 000円 )

里親家庭及 び児童福祉施設への感染予防に |
必要な物資の支援や、オンライン環境整備に取 1 1年
り組む。                 |

READYFC)R
株式会社

特定非営利活動法人

子どもNPOセ ンター福岡

困窮・孤立世帯の子どもへの

総合型支援事業

(7′ 500′ 000円 )

READYFOR
株式会社

支援が必要な子どもやその家族に重点的な訪問

型相談や遠隔相談を行い、各種支援につなぐこ

とで、長期の困窮、孤立状態を防止する。

福岡県内の実行団体一覧 0

(R3年 1月 現在 )

(※ 2020年度 通常枠はR3年 1月現在実行団体を募集中です)

コロナ禍において、社会的養護のもとで暮らす子どもたちや養育者も

感染への不安や活動の制限などに伴う様々な困難を抱えながら生活して

います。こういつた人々を支える基盤づくりのため、ソフトバンクホークス

千賀投手らがリーダーを務めるクラウドフアンデイングをきつかけとする

「ネクストダイアローグ・プロジェクト」の一環として、オンラインを活用し

た対話支援などに挑戦します。

休眠預金活用制度は様々な助成金の中でも特に厳しいレベルの管理

を求められるため、専従事務局の雇用や区分経理についての組織内共有

などの工夫をしています。規程類の整備等を始めとした、ガバナンスやマ

ネジメント上の対外的な信頼を高めるためのコストが必要となります。

この経験を通してそれぞれの実行団体がよい方向に成長していくこと

を期待したいです。

ミ 実行団体に聞きました!申 請 す る時 の ポ イン トみ

年々、子どもたちが自然の中で仲間と自由に遊ぶという機会は減り続け

ていましたが、コロナ禍で拍車がかかっています。本事業は、北九州市の自

然豊かな、身近な水辺や里山をフィールドにした子どもたちが仲間とともに

自然を体感する取組です。すべての子どもたちが分け隔てな<参加できる

ことを目指しています。

実行団体の応募では申請書類が何枚もあり、計画書も膨大なものでした。

作りあげる過程で自分たちの目標を整理し、強みや欠けているものが顕在化

し、実際の活動に反映されています。また、助成決定前に活動現場の視察やヒ

アリングを受けましたが、実際の現場で子どもたちとの活動の中から課題を

明確にし、その解決にしつかりと取り組んでいる点が評価されたと思います。

これまでの地域の中だけの活動では、得られなかつた新たな視点や出会

いがたくさんあるので、ぜひ、チャレンジしてみてください。

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
若
者
の
孤
立
解
消
と
育
成

代
表
理
事

自
皇
保

一信
菫
子
さ
ん

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
若
者
を

社
会
の
一
員
と
し
て
育
成
す
る

当
財
団
は
市
民
の
方
々
が
様
々
な
資
源
を
持
ち
寄
っ
て
、

筑
後
川
関
係
地
域
の
「人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
活
動
し
て

い
る
個
人
・
団
体
を
支
援
す
る
組
織
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を

通
し
て
子
ど
も
の
貧
困
や
教
育
、
災
害
復
興
、
外
国
人
の
日

本
社
会
へ
の
受
容
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
問
題
な
ど
多
く

の
課
題
解
決
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

休
眠
預
金
等
活
用
事
業
の
資
金
分
配
団
体
に
申
請
す
る

こ
と
は
、
当
財
団
設
立
当
初
か
ら
の
優
先
課
題
取
組
の

一

環
で
し
た
。
本
事
業
は
「困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
若
者
の
社

会
的
孤
立
を
解
消
し
、
誇
り
あ
る
人
生
を
送
る
社
会
の

一

員
と
し
て
育
成
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
対
象
と
な
る

子
ど
も
若
者
が
地
域
社
会
の
次
代
を
担
う
こ
と
で
対
象
地

域
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

事
業
は
、
行
政
が
課
題
と
し
つ
つ
も
目
が
届
か
ず
、
民
間
が

先
進
的
取
組
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
実
行
団
体
と
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
関

係
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
資
金
的
支
援
の
み
な
ら
ず
非

資
金
的
支
援

（
団
体
の
組
織
基
盤
強
化
や
環
境
整
備
な

ど
）
を
伴
走
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
本
事
業
を

自
立
し
て
生
き
る
子
ど
も
若
者
が
増
大
す
る
社
会
作
り
の

先
駆
け
と
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
モ
デ
ル
と

な
る
取
組
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特定非営利活動法人子 ども NPOセ ン タ ー福 田 特定非営利活動法人あ そ び とまな び 研 究 所

事

業

名

筑
後
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

02

一般
財
団
法
人▲
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「ふくおか協働ひろば」は、異なる強みを持つ

福岡県のNPO、 企業、行政などがお互いの知恵や力を持ち寄つて、

課題解決に取り組む「協働」の現場をお伝えするコーナーです。
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ロ‐Ч

「

D

C=〕

賀
市
で
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
よ
り
、
商

店
街
を
中
心
に
シ
ャ
ツ
タ
ー
通
り
が
増
え
、人
通

り
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
協
働
に
向
け
て
動
き
始
め
た
の
が
、
同
市
で
女
性
の

起
業
支
援
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
活
動
を
行
う
「
一般
社

団
法
人
こ
が
み
ら
い
」
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
地
域
の
学
生

や
異
業
種
交
流
会
を
通
じ
て
出
会
っ
た
事
業
者
た
ち
が

「古
賀
市
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る

と
知
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
「異
な
る
年
代
、
業
種
の
人

た
ち
が
思
い
を

一
つ
に
し
て
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、同
団
体
代
表
の
魚
谷
千
代
子
さ
ん
。
同
じ
志

を
持
つ
市
民
、学
生
、企
業
と
協
働
で
古
賀
市
を
盛
り
上
げ

る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が

″
地
域
の
人
が
集
う
拠
点
づ
く
り
″
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は
、
「古
賀
市
に
は
人
が
集
ま
れ
る
場

所
が
な
い
」
と
い
う
学
生
の
声
を
き
っ
か
け
に
、起
業
を

目
指
す
人
や
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
で
き
る
「
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
」
の
開
設
を
目
指
し
ま
し
た
。ま
ず
、資
金
集
め

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
周
知
を
目
的
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ア
ン

デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
。
目
標
額
の
「
５
０
万
円
を
見
事
達
成

し
た
の
と
同
時
に
、
多
く
の
市
民
が
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

応
援
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
活
動
を
進
め
る
力
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
．

ノ

ま
た
、
空
き
店
舗
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
に
は
、
建
築
を
学
ぶ
専
門
学
生

が
建
築

の
プ

ロ
に
指
導

を
受
け
、
複
数

の
地

元
企

業
と
共
に
改
修
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
地

道
な
活
動
を
続
け
た
結
果
、
２
０
２
０
年
６
月
、
商

店
街
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
丁
Ｅ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｏ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
場
と
し
て
活
用
す
る
人
が
増
え
て
き
た
ほ

か
、カ
フ
ェ
で
販
売
す
る
地

元
蒲
鉾
店
の
原
料
を
使

い
、
学
生
と
食
品
会
社
の

「
頂
味
本
舗
」
が
開
発
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ー
ガ
ー
が
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

一
役

買
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
学
生
と
地
元
の
食
品
会
社
に
よ
る

古
賀
市
の
特
産
品
を
使

っ
た
商
品
開
発
、
Ｊ
Ｒ
古
賀

駅
前
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
、協

働
に
参
加
す
る
企
業
や
団
体
の
強
み
を
活
か
し
た
企

画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「学
生
の
存
在
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
」
と
活
動

を
振
り
返
る
魚
谷
さ
ん
。
学
生
と
企
業
を
つ
な
ぐ
場
を

積
極
的
に
設
け
た
こ
と
が
お
互
い
の
刺
激
と
な
り
、
新

た
な
ア
イ
デ
ア
や
企
画
が
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
コ
ア
な
人
材
や
協

働

に
参
加
す
る
商
店
街
も
増
え
、
取
組
に
つ
な
が
る

成

果
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ａ
丁
Ｅ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｏ
を
和
み
の
場
、出
会
い
の

場
、
何
か
を
始
め
る
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
地
域
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
語
る
魚
谷
さ
ん
。
市
内
の

高
校
生
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
商
品
開
発
や
学

生
起
業
家
の
支
援
を
予
定
し
て
お
り
、
「
『
古
賀
っ
て

面
白
い
！
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
全

体

で
進
め
て
い
き
た
い
」と
抱

負
を
語

っ
て
く
れ
ま

し
た

。

「地
元
愛
」
を
持
つ
学
生
と
企
業
が
コ
ラ
ボ
レ
…
シ
ョ
ン

″ま
ち
の
拠
点
づ
く
り
″を
き
っ
か
け
に
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
！

一般社団法人こがみらい
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コワーキングスペースの創出で
商店街をつながる居場所に !

くく実施団体等〉〉 一 般 社団法人 こがみらいほか
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、場所がない
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一般社団法人こがみらい
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「
ロ
【
ヽヤヲリースペースも設置

「 学生への指導・協力
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【
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
、
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く

一

【
約
３０
の
団
体
と
地
域
で
つ
く
る
こ
ど
も
食
堂
　
　
　
　
一

=7
ア
ど
も
が
将
来
、自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、調
理
指
導
支
援
や
学
習
指
導
支
援
な
ど

を
行
う

「
い
と
し
ま
こ
ど
も
食
堂
ほ
っ
こ
り
」
は
、
多

く
の
有
志
か
ら
成
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
そ
の

発
起
人
が
、同
団
体
の
代
表
で
も
あ
る
笹
渕
隆
広
さ

ん
で
す
。

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
含
め
た
貧
困
や
孤
食
、

孤
立
、引
き
こ
も
り
な
ど
を
解
決
し
た
い
」
。
以
前
か
ら

地
域
が
抱
え
て
い
た
課
題
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、笹
渕
さ
ん
が
地
域
の
役
員
を
し
て
い
た

際
、
保
護
者
か
ら

「料
理
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
も
っ

と
子
ど
も
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
悩
み
を
聞
い

た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「教

え
て
も
ら
っ
た
ら
で
き
る
」と
の
声
が
あ
り
、笹
渕
さ
ん
は

「子
ど
も
が
手
伝
い
を
で
き
な
い
の
は
、家
事
を
教
え

る
場
が
な
い
か
ら
」
と
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
こ
で
、地
元
の
中
学
校
に
調
理
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
る
相
談
を
し
、
子
ど
も
に
調
理
を
教
え
た
い
支

援
者
を
行
政
を
介
し
て
募
り
、支
援
者
と
子
ど
も
が

調
理
し
た
料
理
を
地
域
住
民
と
共
に
食
べ
な
が
ら
、交

流
す
る
場
と
な
る
こ
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
を
決
意

し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、ま
ず
地
域
の
小
中

学
校
で
保
護
者
や
先
生
方
に
説
明
会
を
実
施
。
「貧
し

い
家
庭
の
子
ど
も
へ
食
事
を
提
供
す
る
こ
ど
も
食
堂
」

で
は
な
く
、
「子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
ど

も
食
堂
」
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
ど
も
食
堂
で
は
中
学
生
が
主
体
と
な
り
企
業

や
農
家
の
人
と

一
緒
に
調
理
を
行
う
ほ
か
、大
学
生
に

よ
る
小
中
高
生
を
対
象
と
し
た
学
習
指
導
支
援
、さ
ら

に
特
技
を
持
つ
地
域
住
民
を
講
師
と
し
て
招
き
、
ヨ
ー

∃
―
や
そ
ば
打
ち
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
定
年
し
た
シ
ニ
ア
男
性
の
地
域
へ
の
参

画
の
場
、
居
場
所
づ
く
り
に
つ
な
げ
、
み
ん
な
が
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
工
夫
も
重
ね
て
い
き
ま
す
。

「参
加
し
た
子
ど
も
が
活
動
を
通
し
て
で
き
る
こ
と

が
増
え
、自
信
を
つ
け
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
ら
れ

る
の
が
や
り
が
い
で
す
」
と
笹
渕
さ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

用
し
、企
業
や
行
政
を
含
む
全
国
約
３０
団
体
と
つ
な

が
り
が
で
き
ま
し
た
。
協
働
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、１
人

で
は
で
き
な
い
取
組
も
支
援
者
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や

つ
な
が
り
を
活
か
す
こ
と
で
、幅
広
い
取
組
が
実
現
で

き
て
い
る
と
い
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
な
い
中
学
生
が
戻
っ
て
く
る
場
所
を
守

ろ
う
と
大
学
生
が

「ほ
っ
こ
リ
ボ
ロ
ン
タ
リ
ア
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
ボ
ロ
ン
タ
リ
ア
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
意
味
で
す
。
副
代
表
と
し
て
活

動
に
携
わ
る
重
久
夏
帆
さ
ん
は
、
「普
段
の
学
生
生
活

で
は
交
流
で
き
な
い
様
々
な
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
新
た
な
取
組
と
し
て
、
仲
間
が
隣
の
小

学
校
校
区
で
「ほ
っ
と
カ
フ
ェ
ぬ
＜
も
り
寺
子
屋
」
と

い
う
学
習
指
導
支
援
を
メ
イ
ン
と
し
た
子
ど
も
の
居
場

所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
「活
動
に
参
加
し
た
方
が
『
関

わ
っ
て
よ
か
っ
た
』
『来
て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
て
、
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
遊
び
に
来
ら
れ
る
よ
う
な

場
所
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ミlД
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いとしまこども食堂ほっこり
ほっこリボロンタリア

糸島市立前原東中学校
やるキッズ
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大法寺仏教婦人会
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はっとカフェぬくもり寺子屋

多世代ふれあい、次世代を育成する
「いとしまこども食堂ほっこり」

0

くく実施団体等〉〉 いとしまこども食堂ほっこりほか
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各教科に対応できるよう
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食品・食材の提供

翅地域住民と交流しながら

子どもが家事を

学べる場を創出

●子どもの貧困や孤食、
孤立、引きこもり

●子どもが家事を
学べる場がない

課 題

′
“

Ａ
Ｕ

もちよって、つ くる、つなが る
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目
日
■
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今
回
の
テ
ー
マ

日
本
で
は
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に

あ
り
、
特
に
大
人
１
人
で
子
ど
も
を
育
て
る
ひ
と
り

親
世
帯
の
貧
困
率
は
４８
・
１
％
に
上
り
、
苦
し
い
生

活
状
況
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
よ
り

一
層
格
差
社
会
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

親
世
代
の
貧
困
を
原
因
に
教
育
や
社
会
経
験
の
機

会
を
失
っ
て
し
ま
い
、
貧
困
の
連
鎖
を
招
く
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
の
貧
困
を
解
決
し
よ
う
と
、

「特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
た
し
と
僕
の
夢
」
で
は

学
習
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「貧
困
に
陥
っ
て

い
る
子
ど
も
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が
私
た
ち
大

人
の
役
目
」
と
話
す
の
は
、
同
団
体
の
代
表
、
佐
藤
有

里
子
さ
ん
。
活
動
内
容
と
そ
こ
に
込
め
た
思
い
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

前
か
ら
母
子
家
庭
が
抱
え
る
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
ヘ
就
業
支
援
を
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
母
子
家
庭
が
抱
え
る
問
題
の
全
て

を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
考
え
、

他
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
母
親
た
ち
と

話
し
合
っ
た
結
果
、
「
子
ど
も
の
学
力
が
低

く
、
高
校
受
験
の
た
め
に
塾
に
通
わ
せ
た
い
が

経
済
的
に
厳
し
い
」
と
い
う
悩
み
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
実
際
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
た

め
、
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
貧
困
に

苦
し
む
女
性
も
少
な
＜
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
環

境
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
続
く
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
り
た
い
。
こ
の
思
い
か
ら
、
教
育

を
通
し
て
子
ど
も
が
生
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
理
念
に
掲
げ

「特
定
非
営
利
活
動
法

人
わ
た
し
と
僕
の
夢
」
を
９
年
前
に
設
立
。

「
子
ど
も
の
学
力
の
向
上
」
「
子
ど
も
ら
し
い

心
身
の
育
成
」
「人
生
の
視
野
を
広
げ
る
」
こ

と
を
団
体
の
役
割
と
し
て
、
主
に
３
つ
の
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
１
つ
目
は
、
「高
校
に
進
学
さ
せ
る
」

こ
と
を
目
標
と
し
た
小
中
学
生
向
け
の
無
料

塾
で
す
。
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
将
来
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
考
え
、
地
域
住

民
や
大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
師
と
な
り
、

学
習
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
無
料
塾
に
子
ど
も
食
堂
の
機
能

を
持
た
せ
、
栄
養
を
考
え
た
手
作
り
の
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
ら
し
い
心
身
を
育

む
と
同
時
に
、
大
人
に
な
る
上
で
大
切
な
挨
拶

や
整
理
整
頓
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
職
業
体
験
や
マ
ナ
ー
講
座
な
ど

を
行
う
体
験
学
習
の
実
施
で
す
。
地
域
の
企
業

と
連
携
し
、
子
ど
も
の
将
来
の
視
野
を
広
げ
、

何
よ
り
子
ど
も
が

「働
く
」
イ
メ
ー
ジ
を
持
て

る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
高
校
に
進
学
す

る
子
ど
も
の
数
が
増
え
た
だ
け
で
な
＜
、
子
ど

も
の
自
尊
心
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
佐
賀
県
ま
で
活
動
範
囲
を

広
げ
、
中
学
生
を
対
象
に
学
習
指
導
を
行
う
塾

の
開
校
や
、
行
政
や
支
援
団
体
と
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
を
つ
な
げ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
で
得
ら
れ
る
や
り
が
い
は
、
「学

習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
ど
も
が
自

分
で
進
路
を
決
断
し
て
進
学
や
就
職
を
す
る

姿
」
や
「
子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
を
取
り

戻
す
姿
」
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
の
姿
は
、
ど
ん
な
苦
労
も
吹
き
飛
ば

し
て
＜
れ
ま
す
。

し
か
し
、
解
決
す
べ
き

問
題
は
山
積
み
で
す
。

「住
む
場
所
が
な
い
」

「親
が
い
な
い
」
な
ど
、

私
た
ち
が
想
像
す
る
以

上
に
大
変
な
家
庭
環
境
で
、
高
校
進
学
が
許
さ

れ
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

に
も
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
や
専
門
家
、
行
政
と
も
協
力
し

て
、
団
体
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
な
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
様
々
な
家
庭
の

子
ど
も
が
教
育
の
機
会
を
失
う
こ
と
な
く
明
る

い
夢
を
抱
け
る
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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特定非営利活動法人わたしと僕の夢

「今、抱えている悩みは何か」をひと

り親世帯の母親たちと一緒に解決策

をともに模索することで、子どもの

学習能力の低下に着目。「無料塾」

という形で支援につなげています。

地域住民や大学生に学習塾の講師

としてボランティアに参加してもら

う他、企業と協働で支援対策を実

施。地域の課題として取り組んで

います。

久留米市で続けてきた支援活動を、

隣接する佐賀県鳥栖市でもスタート

させ、支援の手を広げています。

特定非営利活動法人
わたしと僕の夢

経済的に苦しい状況にある母親の声か

ら、2012年に「特定非営利活動法人わ

たしと僕の夢」を設立。生活保護世帯や

不登校の中学生の高校進学を支援する

無料塾を久留米市で運営し、学習指導

や食事の提供、職業体験を実施し、子ど

もたちが将来の選択肢を増やす支援を

続けています。

●住 所 久留米市東和町4-4
ウイングコート久留米2F

●)T E L 0942-36-2626
●H P httpS://WWW.

WataShitObOkunOyume.Org/
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子どもへの教育支援を通して、

母子家庭が抱える貧困の連鎖を断ち切りたい。
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ここに /

夕回いか ップ:

子どもの貧国に関する

問題解決に向けて、

様々な取組を実施しています。
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福岡県生涯学習情報提供サイト
「ふくおか生涯学習ひろば」がりニューアルしました !

【サイトに関するお問い合わせ】

福岡県NPO・ ボランテイアセンター生涯学習班

TEL:092-631-4416/′ E―mailigakushu@pref.fukuoka.19・ jp

「ふくおか生涯学習ひろば」は、りカレント教育 (学び直し)やスキル

アップ、趣味・教養、ボランティアなど、皆さんの生涯学習の推進を目的

とした生涯学習情報提供サイトです。(※県ボラホームページと連携した

生涯学習専用の別サイトです。)

誰もがいつでも身近に生涯学習情報を入手できるよう、2021年 3月

にサイトを全面りニューアルしました !

今回新しい機能をご紹介しますので、是非ご覧いただき、皆さんの学

びの機会のきつかけや情報発信ツールとしてお役立てください |

ユーザー登録で情報発信ができます !

りニューアルサイトでは、「ユーザー登録」機能が追加され、大学、N
PO、 団体、行政機関等が自ら情報発信できるようになりました!講

座・セミナー・イベント等の「学びの情報」や学んで活かすボランティア

活動等の「活動情報むを掲載できます !

※県ボラホームページで登録いただいた情報は、連携したこちらのサイトでも表示されます !

活動 レポー トを掲載 できます !

「紹介コーナー」を新たに設け、講座・セミナー・イベント、ボランティ

ア活動等の終了後、活動報告や参加者の声を「活動レポート」として掲

載できますI活動成果を見える化することで、県民の皆さんの学習・活

動意欲の向上を目指しますl

分野、地域、日付、キーワードによる複含検索ができます !

りニューアルサイトでは、「分野」、「地域」、「日付」、「キーワード」の

複合検索ができるようになりました !「分野」では「りカレント教育 (学

び直し)」 や「公開講座」、「地域」では「オンライン学習」なども選択可

能で、学びの情報が探しやすくなっています。ご自分に合つた学びの

情報を是非こちらから見つけてみてください !

https://www.gakushu. pref.fukuoka. tg.j p/

ふ<おか 生涯学習 □目＼

NPO法人の皆さんヘ

「                  」のお願い平成17年度の創刊からNPO。 ボランテイアや

企業、行政など、様々な方々のご協力のもと発行

してきました情報誌コンテは、誠に残念ではあり

ますが、今号をもつて終了することとなりました。

これまで制作にご協力いただいた皆様、ご愛読い

ただいた読者の皆様、誠にありがとうございました。

今後は当センターホームページやメルマガ、

Facebook等 を活用し、皆様に役立てていただ

ける情報を引き続き発信してまいります。今後と

もご協力賜りますようお願いします。

福岡県 NPO屁調訃ヽ

https://www.
nvc.pref.f ukuoka. lg.jp/

NPO法人は、NPO法により、新事業年度開始後3ケ月以内に、前事業年度の事業報告書等を

また、NPO法人の役員 (理事及び監

事)については、登記の有無に関わらず、役員の変更 (新任、再任、任期満了、辞任等)や役員の

氏名又は住所若しくは居所に変更がある場合は、遅滞なく所轄庁等に届ける必要があります。

※提出書類の様式は各所轄庁HPにあります。

インターネットを通じて行政手続が出来る電子申請システムにより提出することも可能です。

(大木町を除く。)各所轄庁HP等でご確認の上ご利用ください。
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情報誌 Conte(コ ンテ)

終了のお知らせ

TEL

093‥ 645…3101

北九州市市民活動
サポートセンター

北九州市
所管の法人
北九州市のみに

事務所を置いている法人

TEL

092…711…4927

福岡市役所 市民局コミュニティ

推進部市民公益活動推進課

NPO認証・認定係

福岡市
所管の法人
福岡市のみに

事務所を置いている法人

TEL

0944‐ 32Ⅱ 1036

大木町企画課
まちづくり係

大木町のみに
事務所を

置いている法人

TEL

092‐ 631…4412

福岡県NPO・
ボランティアセンター

認証班

福岡県
所管の法人

左記以外で福岡県内に主たる
事務所を置いている法人
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令和 3年 1月 1 3日 、「福岡県共助社会づくり基金」

に、九州朝日放送株式会社から寄附金4,6 56,267円

が贈呈されました。贈呈式では、和氣社長が「視聴者、

聴取者の皆さんからお寄せいただいた心の もつた募

金を『福岡県共助社会づくり基金』を通じて、NPO

の皆さんが行う豪雨災害の被災地支援の

ために有効 | a)6ffiU(t'tI:E きたぃ」と挨拶しました。

そねを受け 江口副知事は「視聴者 聴取者の皆さん

の真′ぃの もつた寄附金を、NPO

さんの活動の支援にしつかり活用

す」と謝意を伝えましたo贈呈された|寄附金は「ふくお

か地域貢献浩動サポ―卜事業」に活用します。

ハ

写真左から:江口副知事、九州朝日放送株式会社和氣靖社長

共助社会づくりを応援する情報誌

福岡県NPo・ ボランティアセンターより

イベントやニユ~スなど

最新の情報をお届けします。

■

令和3年¬月28日 、特定非

営利活動法人グループリビン

グこすもすが特例認定NPO
法人となりました。同法人は

病院や介護施設と連携し、一

人暮らしの高齢者が複数の

仲間と助け合って暮らす住ま

い「グループリビング」の運

写真:辻吉保理事長
 言箕『 源た

｀

原、1よ雪兵茫

や地域の方にも参加を呼びかけ、「地域ふれあい食事会」

を開催しています。「普段、診療でしか関わらない方のい

ろいろな表情が見られたり、いつも沈みがちで笑顔のな

かった方が和気あいあいとしている姿をみると嬉しくなり

ます」と話すのは、同法人理事長でツジ胃腸内科医院の

院長を務める辻吉保さん。今後は、認知症の方とその家

族、地域の方や福祉の専門家が集い気軽に相談できる

「オレンジカフェ(認知症カフェ)」 の開設も予定してお

り、地域の高齢者が安心して暮らしていける社会づくりに

継続して取り組んでいきます。

|

■ う

お問い合わせ。アクセス

所 在 地 〒812-0046福岡市博多区吉塚本町13-50 福岡県吉塚合同庁舎5F

運 糸各 1先i TEL 092-631-441l FAx o92-631-4413

e m ali nvC@pref.fukuoka 19 jp

開館時間 月曜日から木曜日 91oo～ 18:00 金曜日 9:oo～ 20:00

第 2・ 第4日 曜 日 9:oo～17:00
※第2・ 第4日曜が祝日にあたるときは.開館ぃたします。

体 館 日 土曜日、第1・ 第3・ 第5日曜日、祝日、年末年始(12/29～ 1/3)

ァクセス ●JR「吉塚」駅より徒歩約3分 ●西鉄バス「吉塚駅前」バス停より徒歩約3分

●福岡市営地下鉄「馬出九大病院前」駅より徒歩約10分

,F t>7<l
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ボランテイアの皆
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cOnte盤催
発行日 2021年 3月 31日 発行

発 行 福岡県NPO・ ボランティアセンター

www.nvc.pref.fukuOka.19.jp/

rconte(コ ンテ)」 とはイタ

リア語で「ぁ怠たとともに」

という意味です。「Conte」

|よ九州ADCと特定非営利活

動法人北九州市視覚障害者

自立推進協会ぁいず、泰平

印刷、福岡県 NPO・ ボラン

ティアセンターが協働で制作

しています。

輻
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覧には.ア プリのインストールか必要です.カタボケ   、レ文字サイズを調整できる >音声読み上げもできる
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九州朝
高齢者支援を通じた

地域社会づくりに取り組む

「グループリビングこすもす」が
特例認定を取得
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